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発掘体験学習を行いました。

つ     当日子どもたちは初めての体験で砂まみオしに
なりながらもはるか昔、自分たちと同じ十三の

地で生活 していた人々に想 f象をふ くらませてい

ました。
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『 しうら音頭制作 5周年記念』……………

芸能フェスティバル
開催 され る

ニ

平
成
二
年
か
ら
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
音

頭
に
か
け
て
は
わ
が
国
第

一
人

者
と
い
わ
れ
る
和
扇
流
家
元

宮
川
和
扇
先
生
と
地
元
出
身
歌

手
伊
南
喜
仁
さ
ん
、
小
山
内
文

明
さ
ん
、
山
中
博
さ
ん
ら
に
よ

っ
て
平
成
三
年
に
生
ま
れ
た

「し
う
ら
音
頭
」
の
制
作
五
周

年
を
記
念
し
て
、
宮
川
和
扇
先

生
と
、
宮
川
先
生
が
四
国

一
円

和
三
十
七
年
に
結
成
さ
れ
、
い

ま
で
は
会
員
五
十
人
、
四
国
地

区
最
大
の
民
舞
集
団
に
ま
で
発

展
し
た

“
四
国
民
舞
輪
の
会
”

を
招
待
し
、
十
月
五
日

（土
）

村
７

ュヽ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

て
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
三
百
人
を
越
え
る
観

客
が
集
ま
り
、
超
満
員
の
中
ス

第

一
部
で
は

「金
比
羅
舟
々
」

「字
和
島
さ
ん
さ
」
な
ど
四
国

民
舞
輪
の
会
に
よ
る
舞
踊
や

「津
軽
あ
い
や
節
」

「十
三
の

砂
山
」
な
ど
市
浦
村
の
伝
統
芸

能
が
披
露
さ
れ
、
第

一
部
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
は

「十
三
の
砂
山
」

の
調
べ
を
中
心
に
、
津
軽
地
方

の
雪
と
戦
い
、
雪
に
祈
り
、
生

活
の
厳
し
さ
な
ど
様
々
な
祈
り

を
込
め
た
宮
川
先
生
自
ら
の
振

り
付
け
、
演
出
に
よ
る
創
作
舞
踊

「十
三
の
雪
唄
」
が
披
露
さ
れ
観
客

を
魅
了
し
た
。

続
く
第
二
部
、
唄
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
伊
南
喜
仁
さ
ん
に
よ
る
ヒ
ッ
ト
曲

テ
ー
プ

。
Ｃ
Ｄ
と
は
違
う
生
の
唄
の

迫
力
に
感
動
し
、
第
二
部
で
は
伊
南

喜
仁
さ
ん
、
岡
田
め
ぐ
み
さ
ん
と
四

国
民
舞
輪
の
会
に
よ
る
共
演
が
行
わ

れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
会
場
全
体
を

ス
テ
ー
ジ
に
し
て
、
出
演
者
と
観
客

が

一
つ
の
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た

「し

う
ら
音
頭
」
で
会
場
の
盛
り
上
が
り

は
最
高
潮
に
達
し
、
幕
を
開
じ
ま
し

本
州
の
北
の
果
て
で
あ
る
我
が
青

森
県
市
浦
村
と
、
本
村
か
ら
は
る
か

南
方
に
位
置
す
る
四
国
地
方
、
ど
ち

ら
も
首
都

。
東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た

地
方
で
す
が
、
地
域
の
文
化
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
二
つ
の
地
域

が
し
う
ら
音
頭
の
完
成
を
期
に
交
流

活
動
が
始
ま
り
、
今
回
こ
の
よ
う
な

形
で
実
現
し
ま
し
た
。
踊
り
に
よ
っ

て
距
離
は
遠
く
離
れ
て
い
て
も
、
心

の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
人
の
輪
が

生
ま
れ
る
、
宮
川
先
生
の
理
想
に
ま

た
ひ
と
つ
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
も
市
浦
村
で
は
村
内
外
の
交

流
促
進
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
村
民
み
な
さ
ま
の
参
加

・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲フィナーレは会場全体が一つの輪になったしうら音頭
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今後も地域間交流の
お手伝いができれば

と思っています

り|1 和 扇

老

若

輛

い

き

凛

ｔ
も
て紳

宮

しうら音頭がきっかけで、交流

がはじまり、今回四国民舞輪の会

60名 と共に市浦村での交流会が実

現 しました。みなさんのご招待に

感謝いたします.

四国民舞輪の会は地域の文化を

大切にしている点で共感をもって

いますので、今後も住民レベルで

実現できる生きた交流のお手伝い

ができればと思っています。

愛媛県生涯学習推進講師

愛媛民謡民舞協会会長

四国民舞輪の会会長

昭和39年 に四国民舞輪の会を結成。

国際芸術文化賞を受賞。

民謡踊りは趣味の習い事にあら

ず、祖先達の折りでありその部落

や社会の共通の声である。その原

点の′し、に基づき、今日も四国民舞

輪の会をす亜じ地域文化の振興に取

り組んでいる。

また戦時中は特攻隊員を務め、

その中で先輩、友人が次々と戦争

によって散っていった。その魂の

供養を舞踊という形で表現するこ

とを信念としている.そのため別

名「鎮魂の舞踊家」とも呼ばれて

▲市浦からは「十三の砂山」などが被露さ
:irム _.._……・・‐・―C・…―Ct‐・―J

オープニング
十三湊

創作大鼓「東日流衆」
全国お どり音頭

伊 南 喜 仁

輪の会指導員

第 1部
1 金比羅舟々   (香 川)
2 津軽あいや節   (相 内)
3 小馬踊り    (脇 元)
4 宇和島さんさ  (愛 媛)
5。 青置馬は生きる  (高 知 )
6 津軽山唄     (相 内 )
7 十三の砂山    (十 三)

十三の雪唄    〈創作舞踊〉

第 2部  伊南喜仁唄のコーナー

第 3部
1.舞一人   (輪  の 会)

(唄  岡田めくみ)
2 宴の槍   (和 扇流家元 )

(唄  伊南 喜仁 )
3.全 国おどり音頭

フィナーレ

しうら音頭
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て
津
軽
平
野
を
南
北
に
縦
断
し
て
い

る
広
域
農
道

「
こ
め
米

ロ
ー
ド
」
を

の
整
備
さ
れ
た
水
田
が
広
が

っ
て
い

四
十
三
年
に
土
地
改
良
区
が
設
立
さ

れ
、
農
地
の
整
備
事
業
に
よ

っ
て
現

在
の
姿
に
な

っ
て
い
ま
す
ら
し
か
し

我
が
市
浦
村
の
農
用
地
の
う
ち
、　
一

整
備
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全

体
的
な
整
備
は
さ
れ
て
お
し
ず
、
ま

た
水
田
の
多
く
は
湿
田
で
、
し
か
も

各
農
家
の
水
田
や
畑
が
各
地
に
点
在

し
て
お
り
、
作
業
効
率
が
悪
く
な

っ

て
い
る
た
め
、
以
前
か
ら
水
田
に
限

ら
ず
農
地
整
備
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

て
い
ま
し
た
白
過
去
に
は
本
村
で
も

何
度
か
同
様
の
試
み
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
当
時
は
現
在
と
比
べ
て
農
地

整
備
に
費
や
す
負
担
金
が
高
額
で
あ

っ
た
り
、
農
家
を
取
り
ま
く
状
況
が
、

ガ
ッ
ト
　
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
等

の
問
題
も
な
く
、
昨
今
ほ
ど
厳
し
く

意
識
を
お
こ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
現
在
の
農
家
を
と
り
ま
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
く
な

っ
て
お
り
、

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
今
回
市
浦

村
に
も
念
願
の
土
地
改
良
区
が
設
立

さ
れ
、
去
る
十
月
三
日
、
村

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
設
立
総
会

が
開
か
れ
、
各
種
事
業
の
実
施
計
画

な
ど
が
承
認
さ
れ
、
同
時
に
理
事
五

人
、
監
事
二
人
の
決
定
も
行
わ
れ
ま

後
日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
及
び
監

事
会
に
お

い
て
、
左
の
よ
う
に
組
織

市
浦
村
土
地
改
良
区
役
員

理
事理
事
長
　
　
　
高
　
松
　
隆
　
一二

理
事
長
職
務
代
理
者
〓
一　
和
　
　
均

理

事

　

田

中

義

春

理
　
事

理
　
事

監
事

田
　
俊
二
郎

総
括
監
事
　
　
一二
　
上
　
光
　
治

酢
颯　
事
　
　
　
一二
　
浦
　
　
功

市
浦
村
土
地
改
良
区
各
委
員
会

用
排
水
調
整
委
員
会

委
員
長

　

田

中

義

春

委
　
員

　

　

秋
田
谷

　

悟

委

員

　

士
口

田

耕

三

委
　
員
　
　
　
一二
　
和
　
敏
　
道

評
価
委
員
会

委
員
長
　
　
　
一二
　
和
　
金
　
春

委
　
員
　
　
　
成
　
田
　
俊
二
郎

委
　
員
　
　
　
一二
　
和
　
博
　
明

委
　
員
　
　
　
秋
田
谷
　
長

一
郎

委
　
員
　
　
　
米
　
谷
　
勇
　
蔵

委

員

　

米

谷

由

一

換
地
委
員
会

委
員
長
　
　
　
成
　
田
　
俊
二
郎

委
　
員
　
　
　
一二
　
和
　
博
　
明

委
　
口貝
　
　
　
秋
田
谷
　
長

一
郎

委
　
員
　
　
　
米
　
谷
　
勇
　
蔵

委
　
員
　
　
　
一二
　
浦
　
俊

　

一

（敬
称
略
）

「市
浦
村
土
地
改
良
区
」
は
、
農

業
生
産
の
基
盤
整
備
及
び
開
発
を
図

り
、
も

っ
て
農
業
の
生
産
性
の
向
上
、

農
業
総
生
産
の
増
大
、
農
業
生
産

の

選
択
的
拡
大
及
び
農
業
構
造
の
改
善

そ
の
た
め
に
農
地
の
換
地
計
画

（五

頁
上
段
参
照
）
を
今
年
度
三
月

い
っ

ぱ

い
ま
で
に
完
成
し
、
来
年
度
十
月

か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。
農
地
の

ほ
場
整
備
等
、
土
地
基
盤
の
整
備
を

図
り
、
生
産
性
の
高

い
農
業
経
営
の

確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
ｏ

な
お
、
ほ
場
整
備
事
業
の
全
体
計

画
と
平
成
八
年
度
の
計
画
は
次
の
よ

'「

全体計画■■|‐■■|‐
‐

: 褥‐
■此泡予事
・ |■

■ |.(|‐51096)  ■271千円
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換

地

ほ

市
浦
村

の
現
在

の
農
地
は
ほ
と
ん
ビ
が
図
１
の
よ
う

に
所
有
者
Ａ
、

所
有
者
Ｂ
の
農
地
が
各

々
点
在
し
、
道
路
も
水
路
も
入
り
組
ん
で
い

る
状
況
で
す
．

そ
こ
で
工
事
後

の
新
し

い
区
画
や
道
路
、
水
路
な
ど

の
所
有
者
や

耕
作
者
を
決
め

―白‥
す

こ
と

に
よ

っ
て
、
図
２
の
よ
う

に
所
有
者
Ａ
、

所
有
者
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
が

一
カ
所
に
集
ま
る
こ
と

に
よ

っ
て
、

農
地
で
の
作
業
効
率
が
向
上
し
、
水
路
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ

っ

て
す

べ
て
の
農
地
に
水
が
行
き
届
き
、
道
路
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

に

よ

っ
て
農
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
や
農
芙
機
械

の
運
搬
が
便
利
に
な
り
ま

す
〔

図 1

工事前

従前の土地

旧道路、水路

図2

工事後

換地

新i菫路、水路

産
業
ま

つ
り
に
ぎ
わ
う

日
、
役
場
前
広
場
で
需
人
に
開
催
さ

が
押
し
か
け
地
場
産
の
牛
肉
や
野
菜

な
ど
を
商
う
三
十
六
の
テ
ン
ト
が
立

―
ビ
ス
の
た
声
が
飛
び
交

い
、
朝
早

く
か
ら
詰
め
か
け
て
い
た
人
勢
の
お

特
に
人
気
が
あ

っ
た
の
は
、
恒
例

二
湖
特
産
の
ヤ

マ
ト

ン
ジ
ミ
は
開
店

前
か
ら
長
虻
の
列
が
で
き
数
時
間
で

完
売
す
る
盛
況
ふ
り
で
し
た
¨

ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
上
ノ
国
支

人
で
し
匹
も

つ
か
み
上
げ
る
千
ど
も

も

い
て
、
観
客
か
ら
歓
声
が
わ

い
て

1県広報テレビ「活彩あおもりJ
で市浦村が紹介されます。
放 送は 青森放送 (RAB)で 、
予定日は 12月 8日 (日 )

午前 7時45分～ 8時です。

友
好
町
村
だ
よ
り
⑫

か
み
の
く
に

情
報
ラ
ン
ド

お楽しみに。

346¨



浦
牛
の
復
興
を
目
指
し
て

第
二
回
市
浦
村
子
牛
品
評
会

か
つ
て
は
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
市
浦
牛
、
し
か
し
近

年
質
の
低
下
や
、
牛
肉
の
輸
入
自
由

化
に
よ
る
安
価
な
牛
肉
が
流
通
し
、

一
方
で
は
プ
ラ
ン
ド
嗜
好
の
高
ま
り

に
よ
っ
て
高
級
牛
肉
が
も
て
は
や
さ

れ
る
と
い
う
二
極
化
現
象
に
よ
っ
て

一
時
の
勢
い
が
衰
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
浦
村
で
は
平
成
五
年
よ
り

村
内
の
良
質
子
牛
の
生
産
に
よ
る
農

家
経
営
の
安
定
を
図
り
、
優
良
子
牛

の
村
内
保
留
に
努
め
、
畜
産
農
家
の

飼
養
意
欲
の
高
揚
及
び
飼
育
管
理
技

術
の
向
上
推
進
を
目
的
と
す
る
た
め
、

平
成
五
年
よ
り
年

一
回
子
牛
品
評
会

今
年
は
十
月
二
十

一
日
に
開
催
さ

れ
、
出
場
し
た
約
二
十
頭
が
発
育
状

況
、
体
格
、
毛
の
細
や
か
さ
な
ど
の

基
準
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
工
藤
義
美
さ
ん
（磯
松
）
の

“は

る
み
号
”
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き

今
ま
で
市
浦
の
畜
産
経
営
は
牛
の

体
格
の
向
上
を
第

一
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
市
場
の
傾
向
に

合
わ
せ
肉
質
を
重
視
し
た
経
営
に
移

行
し
て
いま
す
。
そ
のた
め
の

鳩
　
手
段
の
一つと
し
て
、
従
来
は

“
　
全
体
で
一割
程
度
で
あ
った
人

た
　
工
受
精
の
比
率
が
四
割
ま
で
向

熱
　
上
し
ま
し
た
。

に　
　
今
後
も
子
牛
品
評
会
を
き
っ

ゎ　
か
け
に品
質
向
上
に努
め
、
い

だ
　
つかま
た市
浦
牛
の名
が全
国

チ
　
一『
れ渡
るよう
にし
て下
さ

会

（会
長
川
口
定
雄
、
会
員
数
九
十

八
名
）
で
は
、
市
浦
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
親
睦
会
を

開
催
し
、
六
十

一
名
の
会
員
と
、
十

名
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
参
加
の
奥
様

た
ち
が
集
い
ま
し
た
。

川
国
会
長
が
挨
拶
し
、
町
内
会
発

足
当
初
か
ら
十
年
間
会
長
を
務
め
た

三
浦
兼
四
郎
さ
ん
へ
感
謝
状
を
贈
っ

た
後
、

「町
内
会
の
歩
み
」
を
報
告

睦
会
開
催
さ
れ
る

相
内
第
二
町
内
会

し
、
来
賓
の
市
浦
村
山
田
収
入
役
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

こ
の
後
、
会
食
と
ア
ト
ラ
ク
ン
ョ

ン
が
あ
り
、
日
頃
練
習
し
た
踊
り
や

唄
を
披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て

親
睦
会
は
、
町
内
会
総
会
が

「代

議
員
」
制
と
な
っ
て
い
て
、
全
会
員

が
出
席
し
て
行
う
も
の
で
な
い
た
め
、

「会
員
が

一
堂
に
会
す
る
機
会
を
つ

く
る
た
め
に
今
後
も
数
年
お
き
に
開

催
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
川

口
会
長
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

第
六
十
四
回
東
奥
美
術
展
の

入
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
全
国
的

に
レ
ベ
ル
が
高
い
と
言
わ
れ
て

い
る
青
森
県
内
各
保
育
所
か
ら

選
抜
さ
れ
た
力
作
の
中
で
本
村

か
ら
は
六
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

図
画
の
部

・
県
知
事
賞

九

山
　
翔

平

く
ん

⌒大
田
保
育
所
）

。
東
奥
日
報
社
長
賞

糸

谷

大

貴

く
ん

⌒相
内
保
育
所
）

・
佳
作土

岐

か
な
え

さ
ん

（大
田
保
育
所
）

版
画
の
部

・
佳
作な
か
じ
ま
よ
し
た
か

く
ん

（十
三
保
育
所
）

高

木

美

穂

さ
ん

（相
内
保
育
所
）

（大
田
保
育
所
）

ま
た
平
成
七
年
度

「子
ど
も
写

真

・
絵
画

・
版
画
展
」
で
は
柏
谷

壮

一
郎
く
ん

⌒相
内
小
学
校
）
が

保
育
所
の
と
き
書
い
た
作
品
が
佳

作
を
受
賞
し
、

「青
森
県
子
ど
も

家
庭
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ー
０
０
」
の

表
紙
を
飾
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
作
品
も
子
ど
も
が
自

ら
の
豊
か
な
感
性
で
と
ら
え
た
も

ん
　
の
を

「本
当
に
心
か
ら
喜
ん
で
描

く
　
い
て
い
る
絵
」
と
い
う
こ
と
を
目

壮．郎
機は理が力ヽれ颯い薇けば肝神量

硲
一事にし、す
こやか
に成長す
る

▲
　
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲丸山翔平 くん (左 )と 糸谷太貴 くん (右 )
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>71く

い
ざ
出
陣
と

い
う
時
で
し
た
。
腰
は
二
重
に

に
取
り
付

い
た
老
人
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

の
父
頼
義
が

「前
九
年
合
戦
」
で
安
倍
貞
任
、

宗
任
を
攻
略
し
た
時
、
そ
の
幕
下
に
馳
せ
参

光
任
の
嘆
き

に
無
念
至
極
で
す
。
将
軍
が
陸
奥

の
国
司
に

任
ぜ
ら
れ
た
時
に
は
私
が
七
十
三
、
四
歳
で

し
た
が
、
将
軍
と
お
別
れ
す
る
こ
と
が
悲
し

く
て
都

⌒京
都
）
に
残
ら
な

い
で
、
将
軍
の

＞
鎌
倉
景
正
眼
を
射
ら
れ
る
（前
太
平
記
所
収
）
　
　
後
の
今
日
、
私
は
こ
の
よ
う
に
老
い
ば
れ
て

老
骨
光
任

た
総
勢
は
三
万
六
千
騎
と

い
い
ま
す
か
ら
、

寛
治
三
年

（
一
〇
八
九
）
六
月
十
六
日
、

大
勢
が
整

っ
た
義
家
が
家
衡

・
武
衡
征
討
の

出
陣
命
令
を
発
し
ま
す
。
年
表
で
は

「寛
治

元
年
十
二
月
、
義
家
清
原
武
衡

の
伏
誅
を
奏

た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

「前
太
平
記
」
に

∠、

(6)

任
と
呼
ば
れ
た
こ
の
私
が
、　
一
人
国
府
に
棄

い
。
お
共
を
仕
り
ま
し
ょ
う
。
」

と
、
涙
な
が
ら
に
義
家
の
御
馬
の
轡
に
す

義
家
、
光
任
を
慰
む

こ
の
光
任
の
健
気
な
振
舞
に
、
義
家
も
共

「
な
ん
と
嬉
し

い
大
宅
が
志
で
あ
ろ
う
か
。

既
に
此
処
ま
で
歩

い
て
馳
せ
参
じ
た
の
だ
か

た
の
に
、
御
事

（光
任
を
指
す
）
は
適
々
生

御
事
が
子
孫
光
房
は
こ
の
度
僚
使

（辺
境
を

警
衛
す
る
官
）
に
任
ぜ
ら
れ
義
家
の
お
共
を

で
は
な

い
か
、
御
事
も
悦
び
給
え
。
」

こ
の
義
家

の
言
葉
に
納
得
し
た
も
の
か
光

任
は
、
今
度
は
枠
の
光
房
に
諄
々
と
戦
場
に

お
け
る
駆
け
引
き

の
こ
と
を
注
意
す
る
の
で

す
。
並
居
る
諸
軍
勢
も
光
任

の
胸
中
を
察
し

義
家
の
出
陣

「
い
か
に
光
任
、
不
日
に
敵
を
攻
め
減
ぼ

へ
お
連
し
な
さ
れ
。
」

れ
た
手
を
振
り
放

っ
て
、

「
お
前
た
ち
は
何
を
す
る
の
だ
。
我
は
今

ぞ
。
」

吉
彦
秀
武
、
六
陣
首
藤
助
清
、
七
陣
武
蔵
、

相
模
の
勢
、
八
陣
清
原
成
衡
、
清
家

一
族
壱

万
騎
と

い
う
出
で
立
ち
っ
貝

・
鐘
　
戦
の
約

面
に
躍
り
見
送
る
大
宅
光
任
は
、　
で
」
の
よ

あ
る
ぞ
。
」
と
、
膝
を
叩
き
手
を
上
げ
て
旗
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(9)広報ιチ4多

村社会教育の現状とその問題点を把握するとともに、村民の学習活動を支援・促進するための中長期

社会教育の作成等の基礎資料や村内成人の学習活動に関する意識や活動の実態等を総合的に把握するた

め、平成 7年 3月 に行われた実態調査の結果を前号に引き続きお知らせします。

【学習活動等の情報の入手につぃて】            |【 社会教育関係の講座等への参加について】
問11.市浦村の行っている各種の学習活動や事業についての情報 1問 13.こ こ3年 くらいの間に次の①～④の所に行ったり、参加し間11.市浦村の行っている各種の学習活動や事業についての情報 1問 13.こ こ3年 くらいの間に次の①～④の所に行ったり、参加|

瑳『
人
劇|

①広報「しうら」

・①青森県総合社会教育センターは、「ある」が93%と 約1割

③公演会 (約 22%)と④音楽会や演劇会 (約 18%)は、開催

①広報「しうら」は利用するが併せて約70%、 しかし「しな
|

①コミュニティセンター(632%)、 ②中の島プリッジパーク

il[::]III:[l]|||]i]i:i[l」 ill



農林水産省では、農林水産業に

関する総合的な情報の提供や照会

・相談に応える窓口として、全国

各地にネットワークがある統計晴

報組織に「農林水産情報センター」

を設置し6月 からサービスを始め

ています。

地域の皆様の知りたい行政情報、

統計データ等の入手がより便利に

なりました。「農林水産情報セン

ター」の窓口をお気軽にご利用下

>主なサービスの内容
・農林水産情報の提供
・農林水産業に関する照会及び相

談

農林水産行政の情報提供

・生産者・消費者等、皆様の意向

を行政に活用

利用者の要望に沿つた統計情報

の提供

レ問い合わせ窓口

農林水産情報センター (青森統

計情報事務所五所川原出張所内)

>所在地
五所川原市岩木町12-3
)電話番号

菫騨 颯 饉
児童手当の目的

児童手当は、児童を養育してい

る人に手当を支給することにより、

家庭における生活の安定と、次代

の社会を担う児童の健全な育成及

び資質の向上を目的としています。

児童手当のしくみ

●支給の対象

児童手当は、 3歳未満の児童を

養育している人に支給されます。

ただし、前年 (1月 から5月 ま

での月分の手当については前々年)

の所得が一定額以上の場合には、

所得制l限 により児童手当は支給さ

れません。

●児童手当の額

第 1子   5,000円 (月 額)
第 2子    5,000円 (月 額)

第 3子以降 10,000円 (月 額 )
●児童手当の支給

児童手当の支給は、認定請求を

した日の属する月の翌月から開始

(一部特例があります。)さ れ、

支給事由の消itし た日の属する月

分で終わります.

なお、原則として手当は、毎年

2月 、 6月 、10月 に、それぞれの

前月分までが支給されます。

●特例給付

所得制限により児童手当を受け

られないサラリーマン等 (厚生年

金等に加入している人)について
は、その人の前年 (1月 から5月

までの月分の手当については前々

年)の所得が一定未満の場合に限
って、特例給付 (児童手当と同額)

が支給されます。

レお問い合わせ

市浦村役場住民福祉課まで

津軽鉄道では、喜良市線架道橋

(金木警察署から東傾1へ 300m)

かけ替え工事に伴い嘉瀬こ全本固

の亜墜ユ生」肇生し、ど整コE5歯鑢置と

なります。なお五駅Ω発皇豊刻Ω

変三または三体豊立立上二立ので

発車時刻を確認のうえご利用下さ

みなさまには大変ご不便をおか

冬道の交通安全運動

実施期間

平成 8年 12月 1日 (日 )
ヽ12月 25日∞

運動の重点目標

1冬道に配慮した運転の推進
2シ ー トベルト着用の徹底

EOn ι多る oo

けいたしますがご理解とご協力を

お願い致します。

●運休休止月日

平成 8年 12月 1日

(当 日のみ運休予定です)

●運休によるパス代行区間

嘉瀬～金木 間

(※ 上記の区間については全列車

が運休となります。そのほか

の区間についても運休または

時間変更があります。)

●運休時間

6:30分から20:30分 まで

>お 問い合わせ

津軽鉄道本社 34-2148

金  木  駅 53-2056
津 軽 中里 駅 57-2050

1鸞爾 I
従来、 1月 1日 ヽ2月 28日 まで
の失業の認定及び失業給付の支給

につきましては、村役場 十三出
張所・脇元出張所で行っていまし

たが、平成 8年度より廃止となり、

今後は五所川原公共職業安定所で

行うことになりましたので、お間
違えのないようにお願いします。
レお問い合わせ
五所川原公共職業安定所

>電話番号

「安全はスピードダウンと
ゆとりから」

冬道の安全運転

1割 のスピー ドダウン

2倍 の車間距離

3分早めの出発

あなたも参加 わたしもやります ゛交通安全・
これから北国は雪の季節を迎えます。冬期間の安全運転のために冬

道の交通安全運動が開催されます。

冬道安全運転のポイン ト

(1)路 面 時々、試しブレーキで滑り具合をチェノクする。
(2)交差点 必ず手前でシフトダウンし減速して接近する。
(3)わ だち スピー ドを十分落とし、アクセルを一定に保つ。
(4)カ ーブ 進入する前にあらかじめシフトダウンする。
(5)下 り坂 手前で必ず低速ギアに切り替え、エンジンブレーキを効
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情報をお寄せ ください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人 口 と世帯数  平成8.11.1現 在

磯 ■ 松‐

I皇‐奮:鱗菫I
防衛庁では来年度の自衛隊生徒

を募集しています。

レ受付期間

平成 9年 1月 4日 まで

>応募資格
中学校卒業 (見 込み含む)の 方
で平成 9年 4月 1日 において15歳

以上17歳 未満の男子

)試  験
1次 平成 9年 1月 5日
2次  平成 9年 1月 22日 から
26日 の間の指定する 1日

入隊 平成 9年 3月 下旬
>お 問い合わせ

五所川原募集事務所 又は
市浦村役場総務課まで

レ電話番号

Ё晃勇    :
岩木川河口に位置する十三湖水

戸回は古 くから日本海の荒波の影

響を受け閉塞が繰 り返され、その

ため湖水が溢れ岩木川下流域に大

きな被害をもたらしていましたが

現在の水戸口突堤が完成してから

50年 を経過 しても閉塞による被害

は起きておらず、津軽地域の農業

等の発展に寄与した歴史的な河川

構造物として評価されています。

今回水戸口における過去の歴史

や災害を振 り返り、水戸口突堤建

設事業に携わつた方々の偉業をた

たえるとともに、水戸口突堤の効

果を再認識し、河川整備の大切さ

を啓発 啓蒙するためシンポジウ
ムを開催します。

>内  容
十三湖水戸口50周 年記念

)日  時
12月 5日  14:00ヽ 17:00
>場 所

あすなろホール (市浦村役場隣)

>お 問い合わせ

市浦村役場総務課まで

Ittξ懇毅轟璽I
少子 高齢化、核家族化が進む
中で、育児 介護に関する問題は、
勤労者家庭にとって、重大で深刻

な問題となつています。このよう

な中で、「育児休業等に関する法律」

を大幅に改正する法律が平成 7年

6月 5日 に成立し、同年10月 1日

から一部が施行されています。

この法律には、国による育児や

家族の介護を行う労働者のための

支援措置が盛り込まれており、そ

の一つとして、これらの労働者の

職業生活と家庭生活との両立を支

援する措置を講じた事業主に対す

る給付金がありますら

これらの給付金を活用すること

で、事業主の皆さんが無理なく労

働者の「職業生活」と「家庭生活」
の両立を支援することが容易にな

ります。

育児や家族の介護を行う労働者

を支援する事業主の方への給付金

があります。どうぞご活用くださ

最ll10体 業者
鮮 者

中1小 1企 .1業

中小企業嚇 |

中.:イ■企1彙 i
1中小企業以外|

県内の交通事故概況 青森県交通対策協議会

―‥
Ｌ

Ｆ

Ｌ`|(薯

け』ナオ■春などなぃL
1輩著ι十乳、な力l′ _人「

| 1見
争
11猟讐彙げ即ゎヵム人



暉ιチる oa

一在
宅
介
一護
支
援
セ
ン
タ
■

皆
さ
ん
は
、
村
の

『在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
ど
の
く

ら
い
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
今
年
か
ら
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る

『在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と

思

い
ま
す
。

★
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、

ど
ん
な
所
な
の
か
？

●
お
年
寄
り
の
介
護
に
あ
た

っ
て
い

る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
必
要
な
保
健
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
調
整
し
ま
す
。

●
介
護
に
便
利
な
機
器

・
用
品
を
展

示

・
紹
介
し
て
い
ま
す
。

名
前
の
通
り

「在
宅
の
介
護
を
支

援
す
る
セ
ン
タ
ー
」
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で

お
困
り
の
時
は
悩
ま
ず
、
セ
ン
タ
ー

の
方

へ
相
談
し
て
み
る
と
良

い
の
で

★
例
え
ば
、
こ
ん
な
時
′

た
ら
よ

い
か
分
か
ら
な

い
。

●
家
庭
で
の
介
護
疲
れ
で
、
少
し
休

養
し
た
い
。

●
家
庭
で
は
難
し
い
入
浴
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
。

●
介
護
に
必
要
な
用
品

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
悠
遊
郷
に
隣

接
し
て
お
り
、
介
護
福

祉
士

・
准
看
護
婦
　
ヘ

ル
パ
ー
が
皆
さ
ん
の
お

手
伝

い
の
た
め
い
ま
す
。

利
用
の
状
況
は
、
電

話
相
談

・
セ
ン
タ
ー

ヘ

の
来
所

・
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
訪
問
等
が
あ
り
、

少
し
ず

つ
皆
さ
ん
の
力

に
な
れ
る
よ
う
活
動
し

一
度
ど
ん
な
所
か
見

て
み
た
い
な
…
と
お
考

え
の
方
、
い
つ
で
も
職

員
が
温
か
く
お
む
か
え
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一 本 郎 範 二

婚⌒相

　

内
）

（木
　
　
造
）

⌒相
　
　
内
）

（青

　

森
）

（中
　
　
里
）

（相
　
　
内
）

（十
　
　
一こ

⌒横

須

賀
）

⌒相
　
　
内
）

（秋
　
　
田
）

（相
　
　
内
）

（脇
　
　
一匹

（大
　
　
田
）

（中
　
　
里
）

（相

　

内
）

（神

奈

川
）

（詢　］　唱　難
一椰　　卸一

⌒は　嗣　鄭由裁
一針　　柱一

（拝　御　梓おけ
一椰　　［一

▽
　
お
く
や
み

渋

谷

鶴

蔵

⌒十

三
源

才

八
木
澤
　
良
　
蔵

（十
　
一こ

５８
才

〓
一　
和
　
克
　
己

（相
　
内
）
６０
才

佐
　
藤
　
良
　
子

（相
　
内
）
７０
才

秋
　
月
　
中
心　
蔵

（十
　
一こ

８９
才

武
　
田
　
長
之
助

⌒大
　
田
）
７８
才

宮
　
崎
　
し
　
て

（十
　
一こ

８９
才

二
藤
部
　
兼
　
美

（脇
　
一こ

８０
才

俵
　
谷
　
大
　
士心
（脇
　
一匹

３０
才

支援センタ三
盛

たとえばこんなとき |

◎お気軽に相談して下さい′

市浦村在宅介護支援センター


